
平井金山城跡（藤岡市） 築城年代：永享10年（1438年）、築城者：長尾忠房

　　　　　　前方の小山に平井金山城跡が展開する/北西方向を見たところ



　　　　ここが駐車場となっており、この先から登城する





駐車場には色々な説明坂が立っている



　　　　かろうといわ

　　　　上が北方向/「物見台跡」→「三の丸」→「二の丸」→「本丸跡」→「腰郭」→「空堀」→「五段削平」→「井戸曲輪」→「櫓門跡」→「櫃岩」方面へと進んでみよう





　　周辺には沢山の城跡があるようだ





さて、ここを進む



赤い矢印がある



少し進むといきなりこんな石垣があった



　　　　　　更に進む/案内板が立っていて分かり易い



　ここにもある



　　　　　　徐々に登り坂になる





　　　ここにも案内板が立っている



　　主郭（本丸跡）まで約600mとある/少し平坦になっている



　　するとここにもこんな石垣がある



　　こんな感じ



　　　　　　更に登って行こう



　　これだけ案内板があると心強い



　　ここを右手に折れて登って行く



　　こんな感じ



　　　更に左手に折れる/実は右手の上は「物見台跡」



　　坂を登り切ると説明坂が立っているのが見える/ここは「物見台跡」への虎口



　　　　← 登城



　　　　さまざまな説明坂がある



　物見台の櫓は天守閣と同じ役目を果たしたと記されている



　これが物見台跡入口の石段と石垣



　　前方が物見台の櫓があった辺り



ここが物見台跡



　　　　　　そこから遠景を見たところ/平井城方向か



　　振り返って入口方向を見たところ



　　　　改めて物見台跡入口の石段と石垣を見たところ



　　　　　　さて、ここから西方向の三の丸へと進もう



　　　　　　正面に堀切がある



　　　　　　標柱が立っている



　　「攻撃を防ぐため、尾根つづきを遮断する目的で掘られた空堀」と記されている



　　こんな感じ



　別の角度から



　　　さて、更に西方向へ進むと上の段への虎口がある



　　　　「城や曲輪の出入口「小口」ともいう」と記されている



　　　上の段に登って東方向を見たところ/右手が虎口



　　　　　振り返って西方向を見たところ/左手が虎口



　　　そのまま西方向へ進むと右上にマウンドが見える



　　　　　これはそのマウンドの手前まで上ったところ



　　　　　　　マウンド（左手）を右手に廻り込んでみる



　　　　　　その先はこんな感じ



　　　　　さて、マウンド上に登る



　　　　これはマウンド上から、先程マウンドを廻り込んだ所を見下ろしたところ



　これはそのマウンド上から振り返って西方向を見たところ/この先の平場が「三の丸」



　　　　　三の丸へと進む/前方に説明坂が立っている





　これが「清水刻字岩」/城兵の飲料用水など、清水の湧き出す所を示す道しるべ岩



　さて、三の丸を更に西方向に進もう



　　　　　前方に標柱が見える



この辺りは「三の丸」とこの先にある「二の丸」との間の帯曲輪のようだ/「曲輪群の外側を細長く取り囲んだ曲輪。同じような曲輪で
小さな平坦面を設けたものを腰曲輪という」と記されている



　　　これは振り返って三の丸方向（東方向）を見たところ



　さて、二の丸方向（西方向）へと進もう



　　　この辺りが二の丸/前方にも説明坂が立っている



　これはもう一度振り返って東方向（帯曲輪方向）を見たところ



　さて、二の丸にもさまざまな説明坂がある/前方の坂を登って行った所が「本丸跡」





　平井金山城は平井城の「詰城」である



現在地



　さて、いよいよ本丸跡へ登ってみよう



　　これはそこで左手を見たところで、ここが堀切状になっているのが見て取れる



　　　　　　本丸跡手前にも標柱（右手）が立っている





　　　そこで振り返って見たところ



　ここが本丸跡/説明坂のオンパレード/西方向を見たところ



　　　　　南西方向を見たところ



　　　　　北東方向を見たところ



　　　　　　北方向を見たところ







　右手は狼煙か









　　　　いやはや沢山の支城がある



　　さて、本丸跡の南側に大石垣遺構への案内板がある





　　　　　　南面に下って行く



　　　　　　これが大石垣遺構



　これはそこから南下を見たところで、この下には一寸した平場があるように見える



　　　さて、本丸跡から更に西方向を見ると、一段下の「腰郭」に休憩所があった



　これは休憩所の辺りから振り返って本丸跡方向を見たところ



　　　　これは休憩所の先から更に西方向を見たところ



そこから振り返って東方向を見たところ



　　更に西方向はここから下っている



　　　　　その先はこんな塩梅



　　　　先にある平場に下り切ったところ/ここも腰郭と云ったところであろうか



そこで振り返って今下りてきた所（右手の階段）を見たところ/左手に行くと本丸跡の左手から北方向にある「櫃岩」方面へと繋がる



　　この平場を更に西方向に進む



　　　　その先はこんな感じで急峻な斜面となっていた



そこから振り返って東方向を見たところ



さて、二の丸まで戻って本丸跡（左手）の右手から北方向にある「櫃岩」方面へと進んでみよう/ここも腰郭と云ったところであろうか



本丸跡（左手）を廻り込んで行くと左手に標柱があり、右手に折れる通路がある/ここをまっすぐ進むと先程の腰郭下の平場に至る



　ここは虎口



　　　　　振り返って今来た方向を見たところ/左手が北方向にある「櫃岩」方面



　これはその「櫃岩」方面への道から振り返って虎口を見たところ/前方の上は本丸跡



　振り返って「櫃岩」方面を見たところで、右手にも標柱がある/ここは堀切を渡る土橋



　　「土を盛り突き固めた橋。堀に設けられる橋は、敵の攻撃を防ぐため、橋の幅が狭い。」と記されている



土橋を渡って振り返って見たところ/前方は腰郭と本丸の城塁



　　これは「堀切」と記された標柱



　　　　　　その標柱の所から堀切と土橋を見たところ



　　さて、「櫃岩」方面へ進もう/前方右手にも標柱がある



　「尾根や傾斜地を一部削平または造成し平坦地をつくり、土塁や柵で囲み、居を構えた所」と記されている



　　　空堀状になっている所もある



　　　　　　前方に進むに従って少しづつ下がって行く



　何段かの削平地（平場）になっている



これは少し進んで振り返って見たところ



　　更に進む



　　　　　　更に一段下がった平場には行き先表示がある/行き先表示の矢印に従って右手に進むと「櫃岩」方面のようだ



　　　　　　まずこの平場の右手に廻り込んでみよう



　　　　　　ここを進んで行く



　　ここも堀切と土橋となっている/前方にも休憩所がある





　土橋を見たところ/左手に標柱がある



　　　　　「堀切」と記されている



　　　振り返って堀切を見たところ



　　土橋を渡って振り返って見たところ



　　　　ここが休憩所のある平場



　　　　　　これは休憩所の先



　　　　その更に先はこのように急峻な崖となっている



　　　　　振り返って見たところ



　また、この平場の左手には標柱があって、下って行った所には説明坂が立っている



　　　　ここは井戸曲輪のようだ



　ここが井戸跡





　　正面から



　　横から



　これが岩盤面を割るための矢の痕跡



　　　　　　さて、井戸の先はどうなっているのだろう



　　こんな感じで下って行っている



　　さて、いよいよこの平場から「櫃岩」方面へ進んでみよう



　　　　　こんな所を進んで行く



　　　　ここを右手に折れて進む



　　更に進む



　　堀切がある



　　　　　土橋を渡って更に進む



　すると堀跡があり、標柱も立っている



　　これは堀跡を渡る土橋で、この先も北方向に続いている



　　これは堀底に下りて東方向を見たところ/石積みもある



　　こんな感じ



　　　　　ここは櫓門跡のようだ



　　堀跡は左手に廻り込んでいる



　　廻り込んだ所にも石積みがある



　　こんな感じ



　　　　　さて、堀跡の土橋を渡って更に北方向に進む



　　ここもそれなりの平場になっている



　　その先はこんな感じで下って行く



　　そこから振り返って見たところ



　　北方向はこんな感じで下って行く



　　　　左手に下りて行ってみる



　　こんな塩梅



　　　　　そこを下りた所から振り返ったところ/手前は大きい堀切であろうか



　　　　さて、先程の堀跡まで戻って、左手に廻り込むと石積みのあった所から北方向に進んでみよう



　　するとこちらにも大きい堀切がある



　　　　　　その堀底を右手から左手方向に見たところ



　　　　　向こう側はこんな感じ



　　その先は急激に下り落ちている



　　　　　振り返って見たところ



堀底を左手から右手方向に見たところ



これは大きい堀切を越えて、振り返って来た方向を見たところ



　　　　　さて、更に北方向へ進むと前方に「櫃岩」が見えてきた/その右手には表門跡があるというが



　　　これが「櫃岩（かろうといわ）」



　　　　　　横から見たところ



　　少し進んで振り返って見たところ



　　　　　これは来た方向を見たところ/左手が「櫃岩」



　　これは「櫃岩」の上に登って来た方向を見下ろしたところ



　　　これはそこで更に北方向を見たところ/この先に大手門跡があるようだが



　前方はゴルフ場になっているようだ
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